
緩和ケア病棟
がんとともに生きることへの援助
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　当院の緩和ケア病棟は、高崎前橋地域では初めて
となる施設として平成23年1月に開棟いたしました。
病院によってはホスピスとも呼ばれる緩和ケア病棟
ですが、当院ではがんの患者さんに特化した病棟と
して運用し、緩和ケア内科が担当しております。
　がんという大病を患えば、誰でも心配でどうしよ
うもない気持ちになります。治療の段階では、病気
の克服を目標に何とか頑張れた患者さんも、病気に
対して根治が難しいとなったとき、自分の体と気持
ちにどう向き合っていいかを見失ってしまいます。
いわば自分の生きる意味を見失うと言ってもいいか
もしれません。そのようなとき、支えになれるよう
な取り組みを、との考えからつくられたのが当院の
緩和ケア病棟です。
　緩和ケア病棟は、手術・抗がん剤や救急対応は行
いませんが、"何もしない病棟" ではありません。つ
らい症状を和らげる医療（緩和医療）を行います。
そして静かにゆっくりと、ときにはご家族やスタッ
フとともにお過ごしいただく中で、つらい体験を続
けてきたきもちが少しでも「緩」み「和」らいだと
き、患者さんはご自身が見失いかけた生きる意味を
もう一度考えてみるのかもしれません。それらすべ
てを私たちスタッフは支えていきたいと思うのです
（緩和ケア）。そのために、病棟スタッフも時間的
配分を考慮した人員配置となっています。
　病棟は当院C棟2階です。南窓の個室を中心とし
た16床の病棟です。明るく広い面会スペース・自
由に利用できるキッチン・ご家族休憩室など、施設
基準に則した設備を整えており、個室は木目を取り
入れた雰囲気のある設計となっております。専従ス
タッフは、医師1名（日本緩和医療学会暫定指導
医）・看護師15名・看護助手1名です。
　緩和ケア病棟への入院は、緩和ケア外来を受診い
ただいてご相談します。週2日の予約制ですが、紹
介状が必要となりますので、現在の主治医の先生か
ら予約をお取りいただくこととなります。

　患者さんに、がん療養場所の選択肢として緩和ケ
ア病棟を考えていただくためには、「済生会の緩和
ケア病棟」ではなく「地域の緩和ケア病棟」であり
たいと考えております。開棟より多くの医療機関か
らご紹介を賜り、院外紹介率は約7割となっており
ます。これもひとえに地域の先生方のご理解･お力
添えのお蔭と、深く感謝申し上げます。
　まだまだ発展途上の病棟ではありますが、がんに
向き合う方々への援助とはどういうことかを真剣に
考え、その一方で何でもお話しいただける雰囲気も
大切にして、スタッフは日々研鑽に努めております。
今後とも何卒宜しくお願い申し上げます。

談話室 病　室談話室 病　室

19
緩
和
ケ
ア
内
科

高度な技術と最新の設備で安全・安心の麻酔を提供
術中の安全だけでなく、術前のリスク評価から術後の疼痛管理まで一貫した質の高い麻酔管理

吉 田　長 英
麻酔科代表部長

　当院麻酔科は、今年度からは常勤2名非常勤6名
で麻酔業務に当たっています。
　2017年度の麻酔科実績は、麻酔科管理は1,413
件で内訳は全身麻酔が1,252件、硬膜外麻酔が154
件などです。（図1）

　当院麻酔科は、ハイリスクの麻酔が多く、特に、
心・血管系のリスクを持った患者さんが多い事が特
徴です。そのため、血行動態管理や麻酔深度
（BIS）など、高度な仕様のモニターで患者さんの
状態を監視しつつ、様々なデバイスを用いて安全を
確保し、日々麻酔を行っています。その一例として
エアウェイスコープが挙げられます。（写真1）これ
は、挿管困難、あるいは頚部伸展が脊髄損傷を招く
危険のある患者の挿管に有効です。その他、マック
グラス・エアウェイブジー・気管支ファイバー等を
用いて挿管を行っています。

　また、術中管理だけでなく、術後の鎮痛管理も麻
酔科の重要な役割です。
　PCA（patient controlled analgesia）回路を
用いて経静脈的に、あるいは硬膜外カテーテルを通
して鎮痛薬を持続投与し、術後の疼痛コントロール
を行っています。（写真2）また、一部の手術では超

音波装置を用いた安全性と確実性の高い神経ブロッ
クを行っており（写真3）術後鎮痛に大きく貢献して
います。状態が悪く全身麻酔が困難な症例に対して
は、超音波ガイド下神経ブロック単独で下肢切断な
どの手術を行うこともあります。

　

　研修医の実習は年間を通して行っており、術前評
価から麻酔管理、術後回診など教育にも重点を置い
ています。
　その他、年に2回、救急救命士の研修も行っていま
す。挿管練習用人形を用いて様々な気道確保の練習
を行い、実際にマスク換気も研修しています。

　最後になりますが、当院麻酔科は、安全・確実な
周術期管理と質の高い術後鎮痛を目標に、日々麻酔
を行っており、皆様と協力しながらやっていきたい
と考えております。今後ともよろしくお願い申し上
げます。

写真1　エアウエイスコープ
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　写真2　IV-PCA

写真3　超音波ガイド下神経ブロック

写真4　救命救急士研修

(写真4)
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